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第 1章総 説

当所は，産業災害の防止を目的として，諸産業における設備，機様．エ具，作業菜境，殿造工程，工法等

の安全化のための基礎的ないしは応用的研究を行ない もつて安全行政の推進及び工場事業場における安全

管理の向上に資することを使命としている。

このため，常に産業災害の動向に注目し，安全行政の諸施策に即応する研究を行なうとともに進んで技

術革新に伴う災害危険を予測し．その防止対策を樹立すろよう努力している。

また， 工場市業場の必要に応じて，機械器具，安全装四，保護具等の安全性能に関すろ試験及び検定を行

なうとともに，研究成果に基づさ安全に関する専門的な技術相談に応じ，さらに．安全技術館を通じて専門

知識の並及に努めている。

(1) 組織の変遷

昭和17年 1月30日 東京都港区芝田町に厚生省涯業安全研究所として設立。

昭和18年 9月10日 産業安全参考館（昭和29年 3月産業安全博物館と改称）を開設し，一般に公開く

昭和22年 8月31日 労鋤省の発足とともに，労働省産栗安全研究所となる。

昭和36年 4月12日 大阪市森之宮東之町に大阪涯業安全陪物館を開設し，一般に公開。

昭和41年12月238 東京都北多序郡消瀬町に附屈屋外実験場を設四。

昭和42年 1月178 庁舎改築のため，附属屋外実険場の一綿を仮庁舎として移転。

昭和45年 5月 1日 2部7課を廃止し 4部に再励成。

昭和46年 3月31日 新庁舎落成。

昭和46年 4月23日 組織規定一部改正により産業安全博物館を産業安全技術館と改称。

昭和46年10月 1日 産業安全技術館開館。

(2) 歴代所長

氏 名 在職期間

初代 武田 昭溺 田17. 1~1日24, 8 

2 代 中島 滅一 昭24. 8～昭27. 3 

3 代 府梨 濡 昭27. 4～昭39. 7 

4 代 山 口 武雄 昭39. 7～昭43. 6 

5 代 住谷 n省 昭43. 6～昭45. 5 

6 代 上 月 三郎 昭45. 5~ 
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(3) 組織

庶務課
（課長斎藤尭）

安全技術課
（課長臼井一寿）

大阪産業安全技術館
館長翡顧久人

所長 1 （大阪労働基準局安全課長兼任）

（所長上月三郎） ー機械研究部
（部長秋山英司）

一土木建築研究部
（部長森宜制）

-—化学研究部
（部長田口昇）

1一屯気研究部
（部長寺沢正義）

研究組織要旨

1． 研究只を研究の基盤による学問の専門分野別に次の4部に緬成する。

0機械研究部 0土木廷築研究部 0化学研究祁 O'辺気研究部

各部に部長を四く。部長は部長等研究員をもって当てる。

2. 研究は原則として，代表的な研究テーマ別に組琺した研究グループにおいて遂行する。したがって，付

随的な研究および小さな研究は，これに最も適した上記研究グ）レープにて実施する。

各研究グループにグループリーダを四く。 グループリーダは， 原則として室長等研究貝をもって当て

る。

部長は．所屈の研究貝の構成する研究グループの研究を統轄管理する。

研究グループが部の異なる研究貝を以って構成されている楊合には，研究の箇理は原則としてグループ

リーダの所閲する部の部長が担当する。
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(4) 定員

内 訳

~I 所 研 究 瞭 行政職 （一） 行政識（二）

定只 聾
五rム 研 課 係 技 労

会計別 別 長 能 務
等 竺..,..J' 般

識 職

笙”̀J 研 研
究 計 計 計

級 西JL』 究
職 只 貝

、一、 ご一、

別 長 貝 貝 貝 長 長 只 乙 乙. . 

4 
1 

I 

指 1 
I 4 
2 12 1 21 I 1 1 

般 3 14 14 1 1 l 1 

42 
4 
5 2 2 

会 6 4 4 
7 2 2 

計 8 
311 計・1 1 4 12 14 | 1 2 6 ， 1 I 1 2 

55 I 

麗害火武
1 l 1 
2 1 1 
3' 6 6 1 1 
41 

13 5 1 1 

［ 
6 
7 2 2 

;ii 
叫

1 1 

1 | 1 6 
1 3 4 1 1 

I' 

計 い1 fT u¥ 20¥ 39¥ 11 31 9¥ 
ー

＿

3
 
ー 2l l 3

 

(5) 土地および建物

= -----I ー・＝
名 称所在

労働省 I 
産業安全研究所東京都港区芝5-3j-l

地 l敷慰日五臼五I
6, 235 延13,8]  

45, 7251 延 5,636
労側省
鹿業労全研究所 I東京部硝顛市悔恨1-4-6
消断実験場

労働省
産業安今研究所大阪市東区森之宮東之町
大阪産業妥全技術館 1 458 

(s32) I 延 893l 敷地は大阪労鋤話準局所囮
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(6) 歳出予算および歳入

1. 栽出予邸

=---- •., - --

----
区分

年度
43 年度

------

人 件 役 52, 712 

職 只 旅 費 475 

試 験 研 究 質 13,583 

庁 I 11 9 」1 1,989 

般

各 所 修 紐 1, 172 

Ij‘ a-1- 69,931 

＾ 云 国（移立替機予剥諒原）子力試験研究 4,064 
夜

特別研究促進湖挫四

゜計

JJヽ 計 4,064 

合 計 73,995 

職 旦 旅 毀 619 

誓
、日
試 験 研 ?Jt L』 牧 4,113 

， 塁 庁 牧 18,677 

各 所 修 紹

゜悶
雙 施 設 四 18,204 

許
合 計 41,613 

総 計 I 115,608 

疇：千円｝

＇ 

44年｝i戸一年一度ー46年一度［二度
56,063 65,663 7-1-, 133 86,864 

510 549 5+9 585 
I 

14,919 16,299 17,569 19,049 

2,010 2,033 14, 595 13,267 

1, 488 1,488 1,536 1,661 

74,990 86,032 108,381 121,426 

l, 390 2,337 2,981 3,483 

1 1, 7 2 8 

゜
13,064 

13, 118 2,337 16,045 J,483 

88,108 88,369 124,427 124,909 

671 741 741 741 

4,560 4,960 5,360 5,840 

20,125 22,808 46,233 71, 126 

゜ ゜ ゜
1,661 

18,395 19,700 19,450 19,818 

43,751 48,209 71,784 99,186 

120. 131 136,578 196,211 224,095 
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2. 歳入

（依頼試験）

皮
I 44 度 I45 度 I46 43 年 度 年 年 年 度

区 分

件 件 件 件

防爆湿気機械器具の防爆性試浚 228 12 6 7 

自動氾黙防止装四の安全性能試験 2 1 2 

゜
溶接棒ホルダの安全性能試験 2 4 1 1 

研ま盤のと石車の強皮試験 49 49 73 74 

安全約の安全性能試験 21 24 21 33 

安全靴の安全性能試験 18 20 13 10 

安全靴の先芯の強度試験 5 1 

゜ ゜
安全帯の安全性能試験 6 4 ， 2 

鋼材の強度試験 3 40 

゜ ゜
鑽管足場用金具の安全性能試験 3 

゜ ゜ ゜
その他の試験 19 60 67 144 

ムロ 叶 356 215 192 271 

額 I
千円 千円 千円 千円

歳 入 金 3,505 734 606 770 

（検定）

区
9 -

， 

件 件 件

防煤屯気機械盛具 （大 型） 216 599 298 

II （巾 型） 139 231 133 

II (1Jヽ 型） 134 315 234 

更新申甜手数料 49 39 33 

成紐苔交付手数料 23 4 55 

再交付手数料 1 1 

゜合 計 562 1,189 753 

分一
__~I 43 年）支 44 年度I45 年度 I46 年度

歳 入 金 頷
千円
8,286 

千円
19,873 

千円
10,985 

注）検定は昭和44年4月1日より開始
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(7) 主要試験研究施設，設備状況（価格100万円以上にかかる分）

施設・設備の名称

〔一般会計〕

受変田設備190KV  A 

安全僭試験塔

クレーン シュミレーク

店速度カメラ

メモリスコープ

制御動作解折装四

システムアナライザ

アナライザ用データレコーダ

アイマークレコーダ（似彩用照明装四付）

システム乱11糾用 シミュレークシステム

科圧酸桑燃焼尖験装四

脈波検出装四

杓氾分布制定装誼

？品圧示差熱分析装切．

放霞エネルギー測定装四

（特別会計〕

30屯横塑引張試験機

大型キセノンテスク

ワイヤロープ衝呟試験機

ワイヤロープ疲労試験機

紺子孤微鋭

認速写真解析装凶

ガスクロマトグラフ

200 トン圧縮試験機

岩石圧縮試験機

1トンジブ走行起近機

土止め支保エ実験施設

化学反応実験施設

RI貯蔵ili

半地下実験用ビット

実験ガス配給設備

ガス配合宝

爆圧放散孔実験施設

施設 ・設備の名称

鋼ァーチ支保エ尖験施設

安全柑試験施設

裔周波霞源装四

自動歪測定装四

自動記録式示差熱天秤

ビエゾ圧力測定装四

マルチデータカメラ

シンクロスコープ

粒度分布自動測定装四

は気火花点火頻度測定装四

軍磁共振型疲労試験機

万能型引張試験機

翡迷回転試験装匠

液体流動俗屯実験施設

麻所作染観測施設

大型密閉爆発実験施設

生体氾気現象無線氾送装四

自動操作式爆発実験装四

天井クレーン実験施設

全自動動的歪測定器

防爆実験楊巫施設

メモ リースコーブ

静氾気術這検出装囮

/I 測定装胚

翡圧燃焼実験装四

落盤予知実験機岱

建材試験機

球形閲庄爆発限界実験装四

X線応力測定装四

セーフギャップ実験装区

追断現象解析用演卯装四

可搬型データレコーダ

横型10屯引脹試験機

多目的反力支持構造物
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第2章 研究 業務

(1) 研究方針

最近の技術革新は，安全の面でも在来の物の不安全状

限と人の不安全行為に対する佃別的安全対策では，到底

解決できない閲題を生じており， このため災害現象を科

学的に解明し，災害危険の検出ならびに定紐化を図ると

ともに，人1閲一根械系としての侶頼性および保全性を店

める立場からのアプローチ等によって技術革新に対処す

ろことが必要となってきた。

このような基本的，認識の上にたって，当所においては

次に列記したような体系で研究を推迎することとしてい

る。なお叫究課ぬには採界領域の問函が咆大しているの

で，これらの問超については研究グループ制をとること

により研究効率をi塙め，関起の本'E(f3解明にあたること

としている。

研究体系

1. 災害現象に関する研究

a.災苫現象の発生機棉の研究

b. 災杏危険の検出方法の研究

c. 災害危険の定品化の研究

2. 災害防止技術の開発に即する研究

a. 危険源の完全屈雛方法の研究

b.危険性の消滅軽減方法の研究

c. 災害発生の予知方法の研究

d.異常現象の進展防止方法の研究

e.被害の拡大防止方法の研究

f.人体の防蔑方法の研究

g．災害防止技術の評価に関する研究

3. 災害防止技術の実用化に即する研究

a.研究成采の成作研究

b.災害防止施設の構造，性能，試験，選定，使用，

保全方法等の揉準化の研究

(2) 当面の主要研究課題

1. 加工機械の安全化

a 研削砥石の安全性

b.人工指の試作研究

2. 運搬建殺機械の安全化

a.荷振れの制御万法

3. 金属材料の破壊防止

a.金／函の恨似原因に関する電子顕微鋭的研究

4. •保設具の性能向上

a. 安全紺の性能向上

b.安全沿の性能と使用基準

5. 人IE]機械システムの安全性

a.産業災宮の数址モデル化

b.廷設工事における）やー ト セーフテイの開発

6. 仮設描造物の安全化

a.仮設描造物の連繋効果

b.仮設構造物の動特性

7. 落盤J.V-j壊の予知l

a.岩石微四音の発生特性

8. 墜落飛米落下防止設備

a.安全ネットの性能向上

9. 地l節の異常現象対策

a.都市地下工事における地府の発熱機構

10. 作業環院の建築学的改善

a.熱源を有する工場建家内の熱対流

11. 物質の危険性状の評価

a. ガス蒸気の爆発危険性

b.粉じんの爆発危険庄

c. aJ燃物の燃焼性

d.翡気圧森税下における可燃物の燃焼性

12. 爆発災宙の抑制と軽減

a.爆圧放散孔の効果

b.火炎防止沿の効果

13. m気没紺iによる点火危険性とその防止
a.閥気圧屎1:t下の絶縁‘1じ線の発火危険性
b.店気圧環J:Ji下のリ月［月火花によるガスの点火阪界

C. 1I-閤気I王玩樟下の開閉火花による固体の点火阪界

14. 賄濡気による点火危険性とその防止

a.可燃性液体の静⑯気現象

b.科宙四からの静屯気放雷と点火危険性

C. 絶舷物（固体）からの謹屯気放出と点火危険性

d.邸気圧虹災下の静'1.じ気僭這と除‘心硯象

15. 屯気設柑iの防爆化

a.酎圧防爆構造における接合面のセーフギャッブ

16. 屯幣危険性とその防止

a.洵ヰにおける屯流分布の解祈

b.動物実験による‘屯慇厄険性の解IV]

c.装杜の人1周工学的安全化
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(3) 研究成果の概要

研削砥石の安全性

ビトリフ ァイ ド砥石の疲れ強さ

機械研究部 秋山英司，粂川壮一

1. 実験目的

研削砥石は．回転辿度やその他の状／誤の変化により利

々な変甜J応）Jセ発生するものと考えられる。例えば

(1)通常使用時には

a.仰止ご定格回転（試迎転）

b.利9J_t：：：定格回転二研削時位前変勁 (0f削作業）

(2)強股保証試険llサには

も迅二定格回転：：：：試験辿度（強腹保証の回転試験）

そして，全ての辿1伝中に機械的振動による変動応力が

加昧されるであろ う。

然るに，以ヒの女1lき変動応力状限における砥石の弛度

的挙動を知ることは，砥石の安全な使用を行なうため，

また試験倍数の妥当性を検討する上に直要な要件であ

る。そこで．本研究においては，その第一歩としてヒ・ ト

リファイド砥石の繰り返し引張試験を行ない， その弥度

的挙動を解明することを目的とした。

2. 実験方法

試験片の形状寸法は，図 1に示す。また試験片は，砥

粒A,粒度60#,結合度I,L, 0. Rの 4種類のビ トリ

ファイド砥石を使用した。採り返し引張試験）キは，固転

強度との関係を検討するため，外径305mmの平型砥石

から切り出して製作した。 実験装四はlOton用テンシロ

ンを用い，引弧速笈毎分30~40mmで純り返し引張試験

を行なった。荷重サイクルは，毎分2~3回位である。

3. 実験結果と考察

引張強度については，各結合度毎に 5本の試験片を用

いて1作的引張試験を行ない，その結果は図2に示す。森

り返し引張試験は，引張弛度のおよそ 1/2,2/J, 4/5の

応力振船で片振り繰り返し試験を行ないビトリファイド

砥石の引張応力振幅と破断繰り返し数との関係を求め

た。なお本実験における最大緑り返し数は， 104回とし

た。ここでは，結合度Iの砥石について結果（図3)を

示した。この粒度60廿．結合度Iの場合には静的引張強

度が， 90kg/cm2であり， 104回にて破断しない応力振幅

は，43.Zkg/cm!である。また，60kg/c記の応力振幅まで

は， 1.1 X 103回程度で破坂しないこ とが分った。ここで

砥石回転中に発生する応力を考えてみる と， 最大応力説

では(1)式、平均応力説では(2)式で与えられる。

1 r 
叫 dx＝すが邑＋3が＋（がーが）u）研 ．．．．．り・・・・・(1)

1 r aim“”= - - （が ＋r1r2+が）w2.......................,(2)
3 g 

然るに， ビトリファイド砥石のl立謁使用周速度は 2,000

rn/minであり， これに対する強度保証の回転試験倍数

は， 1.5とされている。1)そこで， 3,000m/minの場合，

本実験の試料では，（1)式によると． a、..u=43. lkg/ 
cm2, (2)式によると qImヽ09、=19.Skg/cm2となる。従

って，強度保証試験として使用速度の 1.5倍の回転試験

は，妥当と考えられる。

1) 研削盤等構辿規格 （昭46年7月1日施行）
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20トンフックの破損事故について

機械研究部 橘内良雄

1， 緒言

天井クレーンにより20トンフック 2イ固を対に用いて鋼

材を運搬屯一方のフックがねじのにげ部から破担した

ので原因を究明するため破損品から試料を採取し，二，

三の試験および強度上の検討を行なった。

2. 破揉状況

破断面は写衷 1に示すように外周部から半径方向に向

かって多数の段が兄られ，痰れ破面を呈していろ。

フックの寸法はねじの外径84.80mm,谷径74.85mm, 

ねじ山数は3.2山／inchであり，ねじのにげ部の径は 73.

30mmで製作図に示された寸法よりも小さい。 またにげ

部にはエ作時に生じた荒いバイトの目が見られ，さらに

ねじ部との1趾に直複切欠きが作られており，破l日はこの

部分から発生していた。なおフックは新生されてから約

2年稼励していたので， 破断するまでに3.45 X 103匝l使

用されたものと推定される。

3. 使用材の機械的性質および化学成分

破担品から 4号試険片3本を作成し引張試験を行なっ

た結果， それらの平均仙は1年伏点26.Okg/mm2， 引張強

さ43.Okg/mm2, 仲び35.0%， 紋り68.6％であった。衝

収値はVノッチ付き 4号試険片を作成して求めた結果

蛾造方向0℃で1.45kg•m/cm2, 20℃で2.68kg•m/cm汽

直角方向0℃で0.95屈 m/cm叫20℃で1.31kg•m/cm充

ある。疫れ試験は直径10mmの丸棒に1Rの半円切欠含

付さ試験片を作成し両振引張圧縮試験を行なった結果，

疲れ強さは11.9kg/mmzであった。

なお，化学成分はC O. 25%, Si O. 22%, Mn O. 51 

%, P o. 029%, S o. 022％である。

4． 硬さおよび組織観察

ミクロビッカース硬さ計を用いてねじの軸方向および

その直角方向についてフェライトの硬さを謁べた結果，

測定位位による変化はあまり認められず，それらの平均

硬さは148(I-IV)程度である。

組織観察では鍛造方向に延ぴた介在物がわずかに観察

されたが．組樅自身に特別な欠陥は認められない。

5. 霞子顕微鏡による破面観察

破面からレプリカを作成して露顕餞察を行なった結

果，疲れ破面の特徴を示す striation（写真2)が観察

され，フックは疲れ破壊を起こしたことが確認された。

6. フックの強度

フックのにげ部の疲れ強さは動荷瓜係数¢=1. 7とし．

フックに20トンの荷軍が作用していたと仮定すると破損

部（＝にげ部）における公称応力は(J1=8. 06kg/mm2と

なる。次に， iこげ部の切欠き係数 Btを 「疲れ強さの設

計狡料」の実験式から求める。フックの寸法から外径D

=87.0mm,切欠き半径p=5. omm,切欠き角度0=97. 

s・ :. f 1=4. 56 e 2=0. 99 f 3=0. 716 f 4=0. s5o 
es=0.913 

B t= 1 +eふもCふ ＝3.51

にげ部の疲れ強さ心は寸法効果係数ら＝o.80,仕上

而状況係数ら＝0.90とし， さらに， にげ部の重複切欠

きを使宜上表而状況係数ら＝0.80とすると

吐＝oべl'“ら／ふ＝3.51kg/mm2 
ただし， a，、は疲れ試験結果から推定された平沿材の両

振り疲れ強さである。

心は両振疲れ強さであるが フックは片振で使用され

るので片振引張疲れ強さ rJ1Ii, a1=1.7><a.. =5.97kg/ 

mm2となる。ゆえに 9l>(J，となるので， にげ部から疲

れ破坂を起こす可能性がある。

次に，ねじ部の疲れ強さを求める。ねじの荷直分布は

一様ではなく，批初のねじ山に全荷重の約30％が作用す

ることが明らかにされているので，第 1段目のねじ底の

公称応力 a2=5. 41kg/mm2となる。削面と固様な方法に

よりねじの切欠き係数ふ＝4.32を得る。寸法効果係数

ら＝0.8とし， 表面仕上状眼がにげ部に比べて良好であ

るのでC2=0.95とすると引張圧縮疲れ強さ 6。＝叩・<r
Cz/$.=3. 76kg/mm2となり，ねじの片振疲れ強さ as=

6. 39kg/m面を得ろ。ゆえに a2<u.,となり，ねじ部から

疫れ破壊を起こす可能性は少ない。

゜
e:-. 、、―;. ヽこ‘..,.....:門"＇‘‘ .、

写n1 フックの破面 写真2 striation 

7. 結論

試験結果および強度計冥から考えると，フックの直接

の破損原因はエ作不良によってにげ部に重複切欠きが生

じたためにそこから疲れ破懐を起こしたものと推定さ

れるが，同時に，にげ部の形状にも問起があると思われ

る。

- 10-



安全帽の性能向上

乗車用安全帽衝撃試験 方法の問題点

機械研究部 頓所 進

1． 実験目的

乗車用安全紀の衝撃試験は，加速度計を内蔵した人頭

模型に安全紺を装沼し，それそのものを蕗下させるドロ

ップ方式と， 自由に旋回すろスイングアームの先端に取

り付けた人頭模型に安全軋］を装沿し，そのアームをガラ

スピンで止めておいて，安全初の上に重錘を落下させる

スイング方式で，衝哄時の加速度とその継続時間を測定

する方法が新らしく用いられるようになった。そこで，

これらの方法を検討するため，実際の種抄挫試験装位を用

い，実用的観点から各種の実験を行ない，その結果から

問厖点を解l見することを試みた。

2. 実験装四

人頭膜型は，マグネシウム合金製で，重址 5kg,スイ

ング万式の場合に使用する巫錘も 5kgで，スパン406mm

の垂直なガイドワイヤに沿って落下する。打賂面は，本

実験の場合平面とした。両方式は 1台の装四で切り換え

て行なうことができる。

3. 実験結果および考察

スイング方式の場合に使用するガラスどン20本を装

阻のガラスピンを受ける部分と同寸法の治具により前荷

阻強度試験を行なったところ，47kgから198kgまでの大

きなパラッキのある結果となった。そこで， これが加速

度の測定粘采に及ばす膨態を謁べるため，装四のガラス

ヒ°ンを受ける部分に，ガラスヒ°ンの強さを測るための装

伍を取り付け，人頭模型には安全約を装沼せず，代りに

落下体の種j1釦部に緩衝ゴムを取り付け， 160cmの応さか

ら落下させ，人頑膜型中の加速股計と同l寺記録させた。

その結果の現象波形は図4のとおりで，加速度の最甜i直

はガラスビンの折れる以前に起こっているので変らない

が，ガラスビンの強い楊合は，スイングアームが片持梁

として一端を固定されているときに，自由端の人頑揆型

に重錘が蕗下する状1捩となり， はね返りができるため

か，加速殷の下降が大きくマイナス側に下るので，時間

的変化が異なって くることがわかった。

つき1こ， ドロップ方式とスイング方式の比軟について

は，緩衝ゴムを用いて，落下商さをJISに規定されて
いるドロッ プ方式160cm, スイング方式260cmの条件で

実験を行なったところ，スイング方式では ドロップ方式

の21％減の加速度値となった。そこで，実際の安全帽試

料を用い，片側の側頭部を ドロ ップ方式．他方をスイング

方式で実験したと ころ， 表 1のような結呆となった。し

たがって， この落下在条件では，一方の方式だけで得ら

れた結果で性能評価するととは問題である。また，現在

使用されている試験装四間のスイング方式についての比

較実験結果では，装皿によっては試験結果に相異がある

ことがわかった。これはスイングアームの剛性，形状お

よび匹心位四など，楷造的に彩也を与えやすい祁分の多

いことなどに起因するものと屈われる。したがって，現

状では構造的に単純な方法のドロップ方式を用いる方が

妥当と思われる。

試料

(a) ガラスビン 5. 7¢ 

(b) ガラスピン 2. 7 </> 

図4 スイ ング方式実験波形

表 1 比較実験結果

ドロップ方式 スイング方式

ー富響l亨評匝1―饂誓li詈唇戸
No.1 I 左 260 右 185 
.No.2 左 250 右 185 
No.3 左 215 右 170 
No.4 右 250 左 175 
No.S 左 帽体割れ 右 220 
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災害分析における欠陥関連樹法の適用

機城研究部 近藤太二

1． 研究目的

欠陥関連樹法はシステム安全分析の一技法で，人閥一

機械システムに生ずる災害を，その原因となる機械の故

悴および人間のエラーの，諭理和または諭理禎の組合せ

と考え，各原因の災宝に及ぼす彩態を調べ，災害の発生

確率を予測しようとする方法である。当初は米国におけ

る軍事上の必要性から開発され，その後産業安全の分野

に適用することが捉案された。しかしこれらの提案はや

や抽象的で，実際に安全担当者が産業災害の分析を行な

うには問返点が残されている。本研究は具体的な甲例研

究によりこれら「渇函点を明らかにし，本方法を広く涯菜

災害の分析に役立たせようとしたものである。

2. 研究対象と手順

対象としては製紙工場の抄紙機システムを選んだ。欠

陥関迎樹の作成には，作業日報により月別のパート狐

要素別事故（牛数を調べ年閥に梨計して MTBFを求め，

作業日報，作業栖準古および現場洞査によって事故原因

の系統を求めた。抄紙機でもっとも重要な作業上の事故

は紙切れで， これはまた抄紙機の典型的災害である P-

ル災害と関連が深い。そこで紙切れについて迎転グラフ

をもとにして故即間l柑時間と抄止時岡を調べ故即時間

分布が指数分布であることを確認した。

3. 結果と考察

得られた欠陥凹連樹のうちリール部分に関するものの

一部を図 5に示した。またクーチ部分のロールに咲われ

る確率は，計箕の結果稼w）J1時間当たり 3.8 X 10―6とな

った。

本研究において確率計符に必要な MTBF, とくに人

問のエラーについては毀料不足で，今後の誅題であるこ

とが明らかとなった。また欠陥関連樹作成上つぎの考磁

事項が必要と考えられた。

(1) 災害の型に対応した渓連樹の型を考えるとよい。

(2) 1災害1関迎樹が原則であるが．）レープや他の関

連樹との結びつきも必要である。

(3) 論理和．論理積の関係を充分注意して検討する。

(4) ある作業条件での機械の状！揺や人間の脱作は，す

べてその作業条件に応ずるものでなければならない。

(5) 一般に作業時と保守修理時の哭連樹は別である。

＝ ］ 

た..91• •心9 9 9ャ

二
図5 抄紙機システムの欠陥関連樹の例
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大谷石微霰音の発生特性 (2)

圧縮破壊過程における変形と微墜音

土木建築研究部
...,.,-
IJIJ 郁夫， 鈴木芳美

したものである。歪の増大と微虚音の発生頻度とは賊荷

初期を除いて，ほぼ比例関係にあることが認められてい

る。

0

0

 

3

0

2

0

 

発

t
碩
度
N

一←亥：位

→-iti,n!1Il 
発生l)j'(Ji

1. 目的

大谷石採掘場の落館， i」｝]吸を予知する手段として．微

四音の検出による安定性の評価を行なう方法が考えられ

そのために微囚音の発生特性を知るための室内実験，現

場実験を続けている。すでに単純増加あるいは一定持続

荷重の下における微四音の発生状況について報告してい

るが，大谷石の性質から，微四音が比較的発生し難いと

と，微震音のエネルギーレベルが低いことなどから，微

囚音の発生と破炭との関直を明確に示すととは困難なよ

うに思われた。しかしながら．応力の変動が生ずると，

微四音の発生がみられることは事実であり，舶炭以前に

生ずるであろう何等かの応力変動を知ろ手段にはなり得

ることは明らかである。一方．況場においては．クラッ

ク近傍の変位を測定することによって，落盤， i伯壊を予

測しようという試みも実施されており，変位の状態と微

四音の発生との対応がなされれば，両者の信穎性がたか

められる結果となる。このため今回はとくに圧縮破壊過

程における変形凪と微匹音の発生をみることとした。

2. 実験

実験のための府重装四および各種の検出，記録システ

ムはj)1J回と全く同様である。変位測定は霞気容屈の変化

を増幅し氾録する変位計を採用した。また解析装四の一

部に新しく波翡分析料を

尊入し，エネルギレペル

恒の頻度分析を自動化す

ることを試みた。 戦(~j方

法は従来行なってきた方

法をとり，莉玉は単純培 栢予13が芦ぃ
加圧縮と一定荷巫追続圧 写真3 変形測定

縮の二稲のものについて測定ならびに解析を実施した。

3. 実験結果と考察

(1)大谷石のヤング率

気佗，湿潤の試料について得られた荷田一変形曲線か

ら， 大谷石のヤング率は， 気佗の楊合， E=l.2Xl0,i 

kg/cm項且疫であり， 漉憫の坦合でE=0. 8 x 104kg/cm2 

程度であった。 なおこれらの伯はいずれも切な泉ヤング

率である。

(2)単範培加荷誼下の変形と微四音の発生

図4は湿油試料における荷誼0から一定荷重値（予想

破壊荷直の90%）まで培加中の変形と倣四音の発生を示

図7
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。
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図6 増加荷逗下における変形と発生頻度

(3)一定連続荷重下の変形と微四音の発生

図5 は一定連続荷直下の変形と発生頻股を時間の経

過に応じてプロットしたものである。 、1}:j巫は予恕破炭荷

重の約90％である。変形は時間とともに消閲するが，破

壊近くにいたり変）I多辿度は若干培｝J11する。一方，微震音

の発生は変形の進行と必ずしも一致せず，両者の1目には

判然とした相関はみられていない。しかし破炭近傍にお

いて歪速度の変化に先行して微四音の頻発が起こる領向

がみられた。
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一定荷定下における変形と発生頻度

-5 

(4)紐四音エネルギ大きさ別発生頻度

前同までの報告で述べたように，微四音のエネルギと

その頻度分布との固に統計的規則性が存在するが，今回

の呻諏加，一定迎続荷巫下のそれぞれの坦合について

も，実験式 n (e) =k•e-"' が成立する。そうして

m値はいずれの厄合にも，ほぽ1.3であり両者の間には

有邸の差は認められなかった。

4. むすび

以上のことから変形と微四音の発生との相OOは，当初

の予想に反して1月確に求められなかったが，変形の進行

速度の変化とともに微哀音の発生パターンも，破壊の予

測の指椋になり符る可能性は仔在するように思われる。
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安全ネットの性能向上 (2)

土木建槃研究部 山本千三， 小川1粉教

木下釣一

1． 研究成果

研究の経過については， 45年疫の年報に報告ずみであ

り，その後の成果を合せて要点をまとめて記す。

(1)結節強度比は材四により展なり， 結節を作るこ

とによって破断強度の低下が若しい。

(2)耐候性については， 材'i'Iにより異なろが， 同一

材列でも染色により差が大きいものもある。

(3) ネットの緩衝効果

a.一般に，ネットが大きくなるにつれて緩荷効果は

培大するが， t答下窃さが低いとその効果の刑械度合は少

なくなる。

b.一般に，落下衝匹を純り返すにしたがい，緩衝効

采は低下するが，ナイロンで21ill．その他で4~6回以

上繰り返すと，緩衝効果は一定となる。

C.一般に，ネット支持点数が削えると．緩街効果は

低下するが， 6m角のネットで12点以上になるとその効

果は一定となる。

d.ネットの素材について緩術効果を比較すると，ナ

イロン，ボリプロヒ°レンは，ビニロンよりややすぐれ，

繰り返し箭吹荷重を受けたときは．ナイロンネットが有

利である。

e.網目 5cmと10cmのネットを比咬すると， scm 

のネットのほうがやや緩衝性が窃い。

f.ネットを貫遥する坦合の最大減速疫と紐糸の破断

強度とは．比例する。

g．落下衝咬時の支持点の反力は．最大減速度のイ1nに
ばぼ比例する。

h.菱目と角日のネットの緩衝性の有為差は6m角程

度の実験では．認められなかった。

i.落下術哄を受けろネットの荷屯点の変位足は，支

持点を多くすれば，汁窮次少なくなるが． 6m角ネットで

16点以上になると．ほぼ一定となる。

2. 技術指針

前述の研究成果および胴査をもとに，安全ネットの具

備すべ含構造強度および使用上の留．な事項等を内容と

した技術指針を作慇れした。

木指針は次の項目よりなっていろ。

§1 構造等基準

1.1 適用 1.2 用語

1.3 構造および寸法

1. 4 性能および試験方法 1.5 椋 示

§2 使用基準

2. 1 滴 用 2. 2 用悟

2.3 許容落下裔，ネットの垂れおよび下部のあき

2.4 ネット支持点の強度

2. 5 ネットの支持閻煕

2.6 ネットの定期試験等

2. 7 ネットの保守

2.8 ネットの使用禁止

ただし，本指針に示す内容は．ほぼ水平に張り使用す

るネットに滴用する。また無結節ネットは実験データが

少ないために除外している。

1.4のうち性能および2.3を略記する。

1.4の1)ほ綱，吊緒の強度は，新品時において1.500 

kg以上とする。

1.4の2) ネット廃束時における網糸の強皮

表2 ネットの廃棄時の網糸強度

網地の種類！試験体 ー玉 ― 
10 (cm) I 5 (cm) 

有結節ネット 1)レープ結節 I•五云

目

50kg 

2. 3 許容落下裔，その他

L4の2)に示す網糸強度を有するネットの許容落下高

H1その他を図8に示す。

I 
作兄位irt

H1 ~ 0.25X( L+ 2 A) (.lit休ネット）

H 1 :SO. 20 X (L + 2. A)・（11l介ネッ l・）

I 
s.:s;o.2sx(L+ 2 A) 

s :1鉗月） 取付位沢

H,~0.85X L+ 3 A /4 (10cm 

1 
H2s;0.95X(L+ 3 A)/4 (50cm潤n)

; l: 

L ・・・ ・・ ·.ljl.体ネッ•卜の短辺・lと

A・・・・・・ネットの周辺の支情1:11『{

図8 ネット架設図
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ケーソンシャフト継手の

ゴムパッキンの挙動について

土木建築研究部 前郁夫， 花安緊郎

鈴木芳美

1． 実験目的

某潜函工事によるケーソンの急激沈下による災r占調査

にOO連して，シャフト継手部に使用されたゴムパッキン

の試験を実施し，その締付け時のざ紺動について考察し

た。紺浮部に挿入されるゴムパッキンの存在は，継手

ボルトに迎入される締付力や継手i,i-¥)の剛性に大さな彪特

を与えるものであり，これらはケーソンのロックシャフ

ト構造系にとって重要なウェイトを持つものと考えられ

る。

2. 変形試験

ボルト締付力をパッキンの変形から推定するために以

下の試験を行なった。

(1) 試料 災宙を生じたケーソンシャフトに使用され

ていたものと同稲のもので外径16mm中心部に

径の中空孔がある。

(2) 試験方法圧縮試験機の加圧盤の上に長さ30cm

に切断したパッキンを 5本平行にならべて加圧し，荷重

を加えつつ，上下加圧盤のすきまの距離をダイヤルゲー

ジで読みとり変形磁を測定した。

試験結果荷重と変形の関係は図9に示すとおり

である。縦軸はパッキンの長さ 1cm当たりの接触圧力

qで， kg/cmとして表示した。 また横軸は変形丘mmで

2mm 

l3) 

ある。

(4) ボル ト初期張力の推定 災害発生後の現地濶査の

結果， 1茄接の同柚のケーソンシャフ トの継手のフランジ

のす含まは． 6.smm~7. 5mm程度である ことが確認され

ていたことから， 図9

において， 0が上記の

ような値を示す接触圧

q =65,.._,Jlkg/cmを求

め， これから次式

P =21rr1q/n 

ii(kwcm)~ 

。
7

6
 

って，ボル ト締付力は760kg,...,367kgと推定された。

3. 応力緩和試験

ゴムの有する粘弾性待性である応力緩和によるボルト

締付力の減少が考えられるため以下に示す応力緩和試険

を行なった。

試料変形試験で用いた試料と同様のものであ(1) 

る。

試験方法試験は図toに示すような上下二枚の鋼

製円侶の「iilに，長さ 35cmのバッキンを図状にしては

さみ，円盤の中央に通し

たボルトを締付けること

によりバッキンに圧縮力

を与えた。 この圧縮力

は，ボルト張力となる。

とれをボルトに貼付けた

ストレーンゲージにより

．測定した。最初に芍入し

たポルト張力は， 2の変

形試験の結屎を参考とし 図to 応力緩和試験装爵

て2,500kgとした。試験時の記度は24℃前後でほば一定

とした。

(3) 試験結果図11にその結果を示す。縦軸はボルト

張力，応力緩和率，椋軸は経過時閥である。

ポJしtil且翡［："""",.
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ゴムバッキン応力梧和

ボルト張力は時間の経過と ともに指数函数（付に減少し

1. 000時間役には初期張力の40％に低下した。

4. むすぴ

以上のことから継手ポルトの張力は，パッキンの挙動

に彩膀されることがわかり．ボルト締付け笞理はケーソ

ン施工上．四要な問題であろことを衷付けた。

により，ボルトの締付

けによる初期張力を推

定することにした。

上式において，

p:ポルト初期張力 図9 q~8曲線

kg, r':シャフトフランジのボルト孔中心を連らねる半

径 (66.7cm), n :ボルト本数 (36) である。これによ

1 0l 

9
8
7

6
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1
 T 
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スリップ・フォーム工法に用いる

クライミング・ロッドの座屈

土木建築研究部 森 宜

1. はじめに

超裔煙突等のコンクリート工事に用いられるスリ

制

ッ
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プ・フォーム工法の検討委貝会において， クライミング

・ロッドの座屈が問題になっている。

クライミング ・ロッドは型枠工，足場，秘載荷重等を

支える重要な蔀材であるのにもかかわらず，計党理頷が

なく経験のみに頼っている実俯である。よって当所では

この問題解決の一助として，武蔵工大，飛島建設と協力

して以下に述べる実験研究を行なった。

2. クライミング・ロッドの橋造上の特徴（図12-a参照）

(1) ロッドのある区間 （座屈が生じ易い1.5~2.omの

区間）が，ケーシング（鞘管）で包まれていろ。

(2) ケーシングの上端は横移動のない半固定状限であ

る。

(3) ケーシングの下半分は若材令のコンクリ ー ト中に

埋込まれている。

(4) ロッドに継手を有する。

3. 実験の概要

ロッドの座屈実験における材端条件として，実打りに近

い図12-dの場合を考出し， さらに解析の便宜を考え図

12-bおよび Cの場合も考虚した。
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4. 実験の結果

各実験における最大紺韮伯を表4に示す。又実験によ

り次の諸点が饒察された。

11} ロッドとケーシングははぱ一体となって座胴変形

を生ずる。ケーシングの補剛効果はかなり窃く，特に継

手がある場合に著しい。

表3 実験の種類

1 供試
利類材端条件・

I内訳け！材長，

実験III

実験IV

実験V

材

）内は露出長cm

実験 II図12-b|ロッド 1110, 130, 150, 170 

尖験III図12-cl::~'ク＊ケ 70,90,110,130,150, 170 

図12-C継ぎロッド
ケーシンク

.170, 90,110,130,150,170 

ロッド，ケ 130(50), 130(70), 150(50), 
図12-dーシング 150{70}, 170(70)，170屈90},

170(110) 

図12-d継ぎロッド
ケーシング170(70), 170(90), 170(110) 

(2l ロッドとケーシングの最大屈曲点は，露出部の中

点より下方lO~IScmの位四にあり， この位四は埋込部

の長さに無脚係に， i燐出部の長さによって定まる。

13) 若材令でもコンクリートの拘束効果はかなり古

い。もっともこれは，堅ねりであること，四面が型わく

で拘束されていることなどの条件が前提であろう。

表4 最大荷置 (kg)

口いIII実叫誌贔盟 氾験RVL実験VI 
170 1. 430 3,580 3,570 170(110) 6,500 6,000 

150 2, 020 4,690 4,680 170 (90) 8,500 8,210 

130 2,550 6,630 s. 510 170 (70) 10,540 9,280 
110 3,200 8,010 8,190 150 (70) 10,540 

90 10,900 9,100 1,0 (70) 10,580 

70 17.300 14,900 150 (50) 13,680 

130 (50) 12,000 

5. むすび

アタチメントの拘束効果，コンク リートの拘束効果，

ケーシングの補剛効果および謎手による強度低下を解析

して， 布効座屈長 1K(cm)， ロッドの等価的断面二次

モーメン トr.(cmり に関して次式を得た。 ただし，
l。(cm)を露出長， I。（cmり をロッドの断面二次モー

メント．Ii(cmり をケーシングの断面二次モーメント

とする。

h=O. 63710+43. 7 

1.=0. 841lo+O. 537li十o.00331lil。

したがって，ロッド，ケーシング， コンクリ ー ト等の

各条件が，本実験に近い場合には，上式の組を在来の計

茄式に代入すれば， ロッドの座団荷直；rr容荷璽等が求
められる。なお， 上式を用いた計群値と本実験の実測値

とはよく一致している。
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ガス蒸気の疑発危険性

発火温度と分子構造の関係

化学研究部 柳生昭三

1. 研究目的

物質の分子構造と発火温度の間に定屈的関係が求めら

れれば，未知発火温度の推定に有力な手段となるので，

これについて研究を始めた。

発火温度は一般に他の物性伯との関迎性に乏しいが，

ただ同種の物四周では．分子凪の大きいものほど低下す

る頻向がみとめられるので．分子構造との屈］になんらか

の関係があると考えられる。 Zabctakisらはパラフィ

ン系捻よび芳香族炭化水素について，分子t構造を平均炭

諏此長であらわし． これと最低発火温度の間に特定のOO

係があることを兄出した。若者は同様なOO係が他の稲類

の同族体r1,りでも成立するであろうと考え，まず脂肪族ア

ルコール類について，以下の検討を行なった。

2. 実験方法

発火温度の測定法は，氾気炉中で一定阻度に加熱した

200mlの硬四ガラス懇に三角フラスコ中に一定菰の試料を

投入し．発火の有無を観寮して，発火する場合には，発

火おくれ時間を計測する方法である。投入する試料瓜

は，最小o.osmlからo.osmlとと （固体の均合は50mg

から50mgむと）に削し，そのそれぞれの凪で発火の有

無の限界温度を求め，そのうちのもっとも低い湿度を最

低発火湿度と定めた。つぎに， この最低温疫を与える試

料の品で，最低温度から発火おくれ時間 1secになる温

度までの周の濫度とおくれ時間の閃係を求めた。試料は

市販の試梨 1級またはそれと同程殴のものを使用した。

3. 実験結果および考察

22種のアルコール類の発火温殷を測定し，最低発火温

度および温度とおくれ時間の関係を求めた。

つぎに．分子溝逍と発火淵度の関係をしらべろため

にまず分子構造を Zabetakisらの提案による平均炭

素鎖長 (L)であらわした。アルコール類の場合分子

巾のOH基をメチ）レ店として取扱うことにすれば， Lは

次式で与えられる。

n 

2 2giNi 

L＝町M＝i了
ここでGiはN;f目の炭素原子をもつ鎖の数． Mはメチ）レ

基の数を示す。この式で箕出した各アルコールのLと最

低発火温度の関係を図13}こ示した。この図に見られるよ

うに．脂肪族アルコール類の平均炭素銀長と最低発火油

度の間には， Zabetakisらによって示された炭化水素

の場合と類似の関係が存在する。さらに，とのようなOO

係は最低発火湿度だけでなく，同一の発火おくれ時llりを
示す他の温度でも適応する。 図14は，同ーグラフ上に最

低温度およびおくれ時間がそれぞれ10,5,2, 1secの温度

を示す曲線を記入したものである。この図からは，最低

発火温度と憐間発火温度 （お くれ時間1secの温度） の

温度差が平均炭素釦長によって変化することなどもわか

る。要するに図14は脂肪族アルコール類全般の発火湿疫

の分布を示すものとみてよいと思う。

500r Io j/(鎖アIしャルアルコール． ● 側鉗 If 

50 
°ヽ l■祁雌lアルコールμ ． ....多l1lli H 

400 芯＼ 
ぎ ． 
50 ¥ 社

300 
0.,` 姉，（発心I足

5T 
-゚-o_。一0

I I I I I I I I 200 
1 3 5 7 ， 11 13 15 l'i' 

平均 Ii:Ji fl'l lと

図13 平均炭素鎖長と愚低発火温度の関係

600 

50 

500 

^ 50 
し

：：{ 
400 

ご苔

50,_ 

300 

50 

200 l 
3 5 7 9 11 13 15 17 

平均炭素釘'il；； 

図14 脂肪族アルコール類の平均炭素鎖長と発火温度
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可燃物の燃焼性

放射線照射ポリエチレンの燃焼性

化学研究部 森 綺 繁

田子線によ りlOOMradまで照射した低密度ポリエチレ

ンおよび高密度ポリエチレンについて，献化点測定装四

および示差熱重址分析'Jtにより分析し，それらの熱安定

性を調べた。

屯子線照射されたポリエチレンは，三次元網状構造が

形成されることにより，畝化温度に大合 な彩停を及ぽ

す。殊に無定形領域の多い低密度ポリエチレンにおいて

軟化湿度の上昇似大合い。軟化点についてみると．低密

度ポリ エチレンの場合，未照射のものとlOOMradのもの

との献化点の差は，14.6℃であるが．窃密度ポリエチレ

ンの鳩合は，その差が5.5℃となっており，放射線によ

ろ効果の差がよく出ている。照射された低密度ボリエチ

レンおよび荘密度ボリエチレンとも空気中では，三段階

で分解していろ（図15)。 一方窒素中では，一段階で分

解が終了しており， DTA曲線では吸熱ヒ ー゚クの前に発

熱ビークが現われている。この発熱ヒ°ークの面村1は，照

射線屈の増加に応じて小さくなっており ，氾子線照射に

よる架的の彩勝によるものと思われる。

空気中における第一次の分解は，ゆるやかな酸化分解

と考えられるが， その分解禅始湿度は，照射線屈の培｝Ju

に従って低くなっている（図16)。

このような比較的低温度における照射ポリエチレンの

熱不安定性は，照射により生成した三級炭素原子とビニ

レン不飽和結合の増加によるものと考えられる。また，

第一次の分解のガス発生紐も照射線屈の増加に応じて地

加する鋲r句を示しているが，照射低密度ボリエチレンに
おいては， 20Mrad以上の線足のものについては培}JUを

示さない。

第二次分解の開始温度は，おそらく発火菰度と思われ

るが，370~400℃となっており，照射ポチエチレンは，

照射線屈の地加に応じてその開始濶度が打温側にずれて

おり．発火しにくくなる傾向を示している。 この頼向

は，照射低密度ボリエチレンに額苫に現われており，宙

子線照射による三次元栢状構造の生成に起因するものと

思われも

第二次分解の終了温度が、いずれの場合も 500℃ぐら

いであろが，との湿度は，窒緊中におけろ分解終了温度

に対応しており，照射ボリエチレンの空気存在下におけ

る熱分解では， 500℃において相当屈の燃焼残泣が存在

している。この残洒の凪ぱ，照射麻密度ポリエテレンで

は照射線凪の増加につれて増加していくのに対して，照

射低密度ボリエチレンでは20Mrad以上の線凪において

増加をみない。残旅は多分炭化状になったものと考えら

れるが，燃焼性は残洒の凪によって支i兒されるので，こ

の点からも照射ポリエチレンは難燃性になる領向にあろ

ことがいえる。

窒素中における熊分解においては，照射（氏密度ポ リエ

チレン，照射店密度ポリエチレンとも未照射のものより

分解凋始湿度が低くなり ，また照射低密度ポ リエチレン

の方が照射店密度ポリエチレンより分解しやすいことが

いえる。窒素中の照射ボリエチレンの熱安定性を潤べる

ため FreemanとCarroleの式を用いてTG曲線から活

性化エネルギを求めたが，線位の増加に応じて活性化工

ネルギが減少している，

(0) unirradiated,（●）at 20 Mrad, 

（△） at 100 Mrad 
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照射高密度ポリエチレンの DTG曲線
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森崎繁 照射ポリエチレンの撚焼性に即する研究

業安全研究所報告 (1972) 
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高気圧環境下における可燃物の燃焼性

過剰酸素中における固体の

発火温度と火炎伝播速度

化学研究部

酸素配管や荘気圧酸素疸法用タンクのような，大気圧

空気より高い酸素分圧や酸素漑度で満されている雰囲気

内におけるプラスチックや布の燃焼危険性を知るため，

次のような実験を行なった。

1. 実験装置と方法

(1)発火温度

ちゅう製鋳込

ヒータを一定

温度に加熱し．

との中に試料

を落下させ．

発炎または無

炎燃焼を開始

する迄の時閻

を最低3回測

定した。

(2)火炎伝

熱
湿
対

駒宮功額

図17のような耐圧容器肉に設けた真
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な酎圧容盤の

中央に設けた

ホルダに試料 図17 発火温度測定装置

をはさみ，試料の中閻 10cmの火炎伝播速度と圧力お

よび試料燃焼幅との関係について実験を行なった。

(2)火炎伝播速度 ホルダの燃焼福と火炎伝播速度

は図18のような結果を示した。昨年報告した固体の消

炎距離は，この図から火炎伝播速度が0となる最大の

試料燃焼Iiiiを邸味するものと考えられる。

次に試料屈さと火炎伝播速度の附係は，ポリ四ふっ

化エチレン試料厚さ 1mm以下ではほぽ逆比例を示し，

圧力はポ リ四ふっ化エチレン，塩化ビニ）レ，綿布の各

試料により増加率が羹なっていた。

このような実験結果から，過剰酸素中では厚手のポリ

四ふっ化エチレン以外は，万一発火したとき消火できな

いものと思われる。また発火襟度はポリ四ふっ化エチレ

ンのみが圧力による低下をほとんど示さず，．かつ発火湿

度も500℃以上でかなり安全性が科いものと考えられる。
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2. 結果

(1)発火温度

まり大きくなかった。

産業安全研究所研究報告

(1971) 

表 5に示したように圧力の彩密はあ
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火炎防止器の効果

焼結金属の火炎防止性能

．化学研究部林年宏，餡見平三郎

1. 実験目的

爆発性混合ガスを含む配笞などの内部で生じた俎発

は，ある距粧を伝播したのち大きな破壊力を伴なったデ

トネーションヘと発展する。このような危険性をさける

ためには煤発の火炎をその伝播初期に阻止せねばならな

い。火炎防止器（フレーム・アレスタ）はこうした目的

に使用される安全素子であって，爆発火炎を阻止する消

炎能力と，爆発庄力に酎える強度とをその機能上要求さ

れる。ここでは従来フィルクとして多く使用されてきて

いる焼結金屈をとりあげ，火炎防止器としてどの程度効

果があるかを検討した。

2. 実験方法

実際の火炎防止岱の使用条件は種々であるが，ここで

は密閉 ・静止系について実験した。爆発管は 1インチ管

（内~28mm) で， これは混合ガスに点火して爆発を生

ぜしめる爆発側と，焼結体を爆発が通過したか否かを確

認するための引火側とからなり，この間に焼結体を取付

ける。引火側長さは10cmとし， 燐発側長さは20および

40cmとした。点火は焼結体から遠い方の端でネオント

ランスと点火プラグにより行なった。爆発圧力を両側に

ついて測定し，爆発が伝播したか否かは主として圧力披

形により判定した。

実験ガスは猿度範囲が10~60Vol.%の水素ー空気混合

ガスで，初圧は一500mmHg~2.Jkg/cm2（ゲージ圧）の

梱でO1kg/cm2毎に変化させた。

使用した焼結体は屈さ 2mm,外1平40mmであるが， 1t悧路

に対する飯出部分の直怨は 28mm とした。このほか， J~JI

さおよび硲出部径を変化させて若干の比較実験を行なっ

た。焼結体の材四は百銅およびステンレス鋼で，その炉

過客は120~10μである。ここに炉過煤とは，その焼結｛本

の炉過しうる粒子の最大1名と便宜的に考えられろ値であ

るが，成型前粒子名のばらつさなどに依存する値であっ

て，メーカによって多少変動する。本実験に使用したも

のは， 次表に示す節を通過した粒子から成型したもの

である。なお，焼結体のみかけの密度は材四が存銅では

S. 6 g /cm以上，ステンレス鋼では4.3 g /cm3以上であ

る。

3. 実験結果およぴ考察

爆発仰管長40cm,焼結体届さ 2mm，露出部客28mm

の場合の結果の一部を図191こ示す。曲線は同一条件で連

表6 焼結金属の；戸過径と錨メッシュ数の関係

炉過径μ I 120 1 100 I 7。1 40 1 10 
筏メッシュ数 l 20 | 24 | 32 | 42 1 80 

続 3 回爆発が阻止されたときの漑度•初！王を結んだもの

で，曲線の上側は爆発の伝播域を怠味する。

従来から消炎性能は火炎伝播速度との関係で論ぜられ

て含ているので，本実験でも火炎述殿との関係を今後検

討するが，現時点では次のように結論できる。

(l}炉過径の大きい焼結体では厄さによ って消炎性

能が余り彫蓉されない。露出面積の大¥い程爆発は伝播

しやすい。炉過径が同じでも材四により消炎性能に差が

あり，焼結前の粒子の形状がOO係すると思われる。

2
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20 30 

水素沿J文 vol.% 

図19 焼結金属の消炎特性曲線

(2)図の曲線の最少値が必らずしも当足漑度付近で

ないことは，消炎性能が火炎伝播速度のみによるもので

はなく，火炎が焼結休を通過する際の流（本力学的な気体

の勁きが直要な囚子であることを示唆している。

(3)初圧が嵩く ，煤発伝播距離（爆発側の長さ）の増

すほど燿発の伝播は容易になる。実験の条件下ではデト

ネーションに転移するには至らなかったが，伝揺距離が

2 mをこすとデトネーションになることは別に確認して

おり このような条件下での消炎性能はまた別に考える

10 40 

必、要があろう。
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表 7 供試碍線

高気圧環境下の絶縁電線の発火危険性

N2-・o豆昆合ガスの場合

電気研究部 田中隆二，竹原宜孜

1. 実験目的

病院における科気圧酸素治療クンクや面洋開発での湘

底作菜基地などのような翡気圧恥様下に屯気設備を施設

すろことが多くなってきている。このような窃気圧牛の

可燃物質は燃焼辿段の削）JIl，燃焼温度の上昇を伴う。従

って密I胡された荘気／王郎塙下で使用される各種‘屯気設備

に起因する火災が発生しに楊合には重大なる事故が予兄

される。しかし，このような翡気圧即悦下での霞気絶紐

物体の特性研究はなされていないようである。本研究は

氾気絶縁物体の特性の一つとして，気圧変化により氾線

の被製劣化を起す級小屯流値の測定を行った。供試定線

としては市販されている屯線の内で飯も耐然，難燃性と

思われるもの 3種類を取上げた。

2. 実験方法およぴ結果

試料は表7の 3釉類とし，素線径O.18mmで銀メッキ

をしたものが19本撚り ，0.25mmの厚さの絶紐被取を施

したものを使用した。いずれも 1mの長さにし，中央部

に染熱板と熱氾対を取り付け，被毅表面沿度を測定し

た。試料は図20の実験タンク内に水平U字型に張り，商用

周波数の交流を30分閲通屯した後に被犯劣化の判疋を行

った。気圧は 0~30kg/cm2Gまで変化させ，気体組成は

N2-02とし，酸素祓皮SOVol.%, 21Vol. %, 5 Vol.％をバ

ラメータとした。TFEとKAPTONの場合には辿度変化

による差が顕著でないため， 100% 02とN2中で実験を

行った。各試料の劣化判定甚準は次のように定めた。FE

Pの場合には心線と被匹の接触部にボイドの発生が認め

られたときの軍流値をもって劣化とし，0. SAずつ変化

させた。TFEはボイドの発生が見られないため被製表

面湿度より箕出した心線温殿が融点温度 (327士5℃)に

N2 

ポ

ン

ペ

o~ 
ポ

ン

ペ

実昧タンク

lJ、)？雑'i0.12m3 
此;':jf史JllIげJ
30kg/cm2G 

大 '1じ；iL
発生装阪

（タイマー付）

MAX. IOOOA 

絶 舷 被 坦 『連続艇用『許容冗
最謀混度流値

フッ化エチレン・プロヒ”レン被覆
(FEPi100) | 200℃ | 

四フッ化エチ レ ン被昭 {TFE)I 250℃ 
ド被毅 (KAPTON)I _200℃ | ポリイ

24A 

30A 

24A 

逹した時をもって劣化とし， O.25Aずつ変化させた。

KAPTONはポ リイ ミドフィルムをFEPの接枡剤で

6囲にして0.25mmの被毅にしてあり ， 暗茶色であるた

めボイドの発生を可祝的に扱察することが雖しい。従っ

てTFEと同様に被紺表而湿殷より邸出した心線温度が

FEPの漁点濫11'.t (260土 5℃) に達した時を劣化とし

o. 25Aずつ変化させた。 FEPの融点温度は250-295℃
と術をもつが．安全性を考慮して低い温度を使用した。

以上の結果を図21,図22に掲げる。

(A} 
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図20 実験装溢の構成 図22 絶緑霞線の琵小被覆劣化電流
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帯電雲からの静電気放電と点火危険性

還気研究部 田畠泰幸

1. 実験目的

麻分子物質を素材とした粉体が取り扱われるようにな

り，またその取り扱い迅が増大してくるにつれて粉体の

留憚気が災宮原因に結びつくようになって来た。これら

は主として粉体が帯屯雲を形成し，それから放屯する

と．この放田火花が約火源になって粉じん爆発を起すも

のである。このような現象はバッグフィルタ内で生成さ

れ易くとれらを使用している固分子化学工菜，医薬品製

造業等でしばしば事故が発生している現状である。

以上のような災害を防止する臨昧から，ここでは僭氾

粉体が形成する帯屯雲の静屯気放霞特性，ならびに符＇屯

粉体の静氾気を除去して術屯よを形成しないようなパッ

グフィルタについて一部実験を試みた。

2. 実験方法

実験では静屯気発生凪が比較的大きい塩化ピニル粉体

（粒子直客が188μ を中心に分布しているもの） を使用

した。静屯気の発生はこの粉体をニューマチックコンベ

アにて空気輸送することによって行ない，発生這荷屈は

輸送パイプの途中に絶結した測定用のパイプ写真5を用

いて測定した。
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．
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芯
咤
忘
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15 20 

怜 送．1,1:(ton/hour) 

図23 輸送塁と発生電荷量

5
 

IO 

軸送』t22 ton /11our 

-4←-----| 1 | 1 

O 5 10 15 20 
楡込速）文 Im/sec)

図24 輸送速度と発生電荷量

入り，楷は雲を形成すると， 約lO~JOkVの帯屯位位と

なる。帯箪雲を形成する粉体の冗荷且は平均約 10-1c/g.l

である。これが接地体 （直径12mmの金屈球） に向って

放氾すると，時には尖頭値lびA,放霞閻隙10―5secを有

するバルス放辺を起し沿火源になるようなことが予想さ

れた。 しかしこのバッグフィルタを 1cm閥隙で甜硝性

繊維入りのものに替えろとパルス放屯の尖頭値が10―7A

という微少なバルス状コロナ放屯となり，粉じん爆発の

沼火諒となるようなことが極めて少なくなると判断され

た。しかし放心と沼火源の定屈的な弱係については，現

在まだ検討中である

写真5 測定用パイブ

一方輸送）やイプの最終端にはパッグフィルタを設四し

て，この巾へ吐出される情濾粉休の放屯特性， 1i別：国防止

パッグフィルタを使用したときの放'1U特性をシンクロス

コープによって測定した。

3. 実験結果

塩化ビニル粉体を流速 2om/secで輸送したとき発生

する静氾気は，ほぽ翰送凪と共に増大し因23に示す実験

結果が得られた。また輸送品を一定にして輸送速度を変

化した場合は図241こ示すような結果が得られ．速度の増

加とともに急激に発生屈は培大することが判明した。と

のようにして静屯気を帯びた粉体がバッグフィルタ内に
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絶縁物 （固体）からの静電気放電

と点火危険性

霞気研究部 田畠泰幸

1． 実験目的

過去における静軍気災叩報告のなかには，作梨衣の帯

屯，フィルムの14}屯等，誘俎体に格屯している静氾気が

原因となって煤発，火災事故を発生したと報缶されてい

るものが数々ある。これらは静屯気の放屯が珀火諒とな

ったと推定されたものである。また梢硲気柑屯物休から

コロナ放軍が発生した場合にも，時には沼火萄になると

報告されている。しかしこれら に圏する詳細なデークは

少なく ，定屈的にも未解決な部分が多い。

一方本研究所で自己放屯式の除‘氾器を併」発したが，そ

の放‘心が沿火源になるかどうかを解明しておくことは，

安全上欠くべからざる巫要な11-¥J起である。

以上のような理Ihから，ととでは栂勾したプラスチッ

クフィルムからの普咄気放氾と沿火の脚係について検討

した。

2. 実験方法

実験装骰の概要は図25に示すとおりである。使用した

フィルムは輻-fOOmm，屈さ100μのプラスチ ックフィル

ムでこれには直流店圧屯源によってイオンを生成し，イ

オン付加によって附I'辺気を1rt1屯させた。叶沿ぷBl王は40~

SOkVである。

柑屯したフィ）レムはモークによって認動され，ガス容

器上部で接地した金属球に放屯する。実験で使用した可

~l\ 1＼モータ・

益
圧
小
培
1

.

翡＼山――『
I
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．
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|
1
 
Q
 
門ガス
沿
度
壮

燃性ガスは水素およびプロバンであり，とれに沿火する

かどうか実験によって調べた。

実験では放四した剪灯暉荷，放田波形を測定 するた

め，シンクロスコープを使用しており，接地金屈球の直

径によって変化する放屯形態を観察した。

3. 実験結果

接地金属球と楷湿フィルムとの間で発生する放田はパ

ルス状であり ，金函球の直各が大きくなるとパルス尖頭

俯は大きく，かつ周期は長くなる火花放辺であった。金

囮球の直弔が小さくなると火花放屯からコロナ放屯の形

i誤へ移行し，放屯パルスの尖碩値も小さくなった。

一方沼火と放屯の関係を知る 1つの目安として，フィ

ルムから金囮球へ放屯する放屯冗荷紐を測定した。パル

ス1個当りの宙荷砒は図26に示すとおりである。これか

ら明らかなように放屯氾荷凪は，フィルムが負に搭氾し

ていると さ，いわゆる正コロナ放四が発生する状態にあ

るときの方が約10倍大きい放屯であった。

以上のように誘屯体に術屯しているときは迎体からの

放屯と異なり ，金屈球が接近する過程において断続的に

放＇ぶし，その内の単 ー放＇心が召火に結びつくことが判明

した。結論的には最小若火エネルギ 0.Z6mjのブロバン

に対し，直径 19rrun以上の金厖球で，また最小若火エネ

）レギー 0.019mjの水素に対し，直径3mm以上の金属球

で若火することが判明した。
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図26 放霞電荷量の関係

図25 実験装屈
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特殊防爆構造ヒューズの開発

限流ヒューズの防爆性能について

電気研究部 市）II健二

1. 実験目的

防爆屯気機器の短絡ボ故に対しては．燦発に発展させ

ることなく ．そこで消既されるアークエネルギを最小限

に押え，短時間に事故のあった機器のみを取り除くこと

が大切である。

そこで，酎圧や安全培防爆構造の端子箱内に取り付け

る小形軽凪の特殊防爆構造ヒューズを開発する目的で，

一般の限流ヒューズの防爆性能を，つめ物の屈，温度上

昇，筒の強度などの面から澗べた。

2 試料およびしゃ断条件

試料は，厚さ2.5mmの磁恭性筒内に，銀板の可溶体と

けい砂のつめ物を封入した限洗ヒ ューズと，しゃ断現象

が同ーであるモデルヒューズを用いた。しゃ断条件は，

力率15％以下， 200V.2, OOOAまでとし，爆発性ガスと

しては H2-AirJOVol.％のガスを用いた。

3. 実験結果

(1) けい砂の凪

可溶体から2.S, 3. O, 4. o. 4. S, 8. 5mmの店含までけ
い砂を詰めた 5稲類のモデルヒューズを製作し，しゃ断

時に発生するアークなどによって， I胡囲の爆発性ガスに

沼火しないために必要な石英砂の益を調べた。その結采

は図27に示す通りで，最大屯流 2,OOOAと最大アークエ

ネルギを生じるm流 1,250Aでしゃ断させても，けい砂
が可溶体から4.Smm以上詰まっていれば珀火しないこと

がわかった。また実際に限流ヒューズの側面に直径 1

mmの穴を16ケあけて，水素ガス中でしゃ断させ，沿火

しないととを確認した。

(2) 温度上昇

可溶体に＇心流が流れたとき生じるジュ

ール熱や溶断発弧したとき生じるアーク

熱によって，限流ヒューズは湿度上昇す

る。そこで市販の30Aの限流ヒューズを

用い，筒中央表面の温度上昇を測定し

た。温度上昇は大屯流しゃ断より最小溶

断況流値付近でしゃ断した方が大きく．

その結果は図28に示す通りで．品麻温殷

上昇は lSOdeg以下であった。従って，

発火点の翡い爆発性ガスを対象とする楊

合には，しゃ断試験の結采とあわせて尖

用化の見込みが得られた。

(3) fiiの強股

筒内に油圧を加え，筒の破壊庄力を測定した結果，最

低伯で 73kg/cm2であり，筒の中央表面における園囲方

向と軸方向の歪は圧力に対して直線的に増加し，閲囲方

向の歪は軸方向の歪の約1.78倍であった。

一万， 2,OOOAと1,250Aでしゃ断させた場合の筒の中

央表面の勁歪を測定し， その最大歪を生じた内圧を求め

ると，凪大7.Okg/cm2であった。

他万，筒内がけい砂でなく，水素ガスで充満している

と仮定した場合のガス爆発圧力も約5.Skg/cm2であった

ので，しゃ断時の問の強度ぱ十分と考えられる。
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海中における電流分布の解析

淡水中における FluidMapper法

泡気研究部 、筒原宜義， 田中隆二

1. 実験目的

海洋開発では，水中での屯気溶接，水中照明器兵の使

用など，水中に屯流が流れ，または流れるおそれが多

い。このとさ，付近の水中に作業者がいれば，屯招を受

けるおそれが大きい。例えば，ヘルメ ット沿水方式で屯

気熔接をするとき，溶接作業者がゴム手袋をはめないで

いると，頭，額，苗などがヘルメット内部に触れて氾呟

を受けること，特に水面上にヘルメットが出ていると屯

！名を感じやすく ，また溶接棒を担ろ手の側のヘルメッ ト

が腐食されやすいこと，が報告されている。このような

水中氾＂店を防止するには，水 1-l-l't.じ流分(0を知る必要があ

り， この目的のために，FulidMapper法を応用して，

二， 三の実験を試みた。

2. J?luid Map1>er法の原理

Fluid Mapper法は流動楊を利用して一般ポテンシャ

ル場の研究をする一つのアナログ器具であり，その振略

構成は図29に示すようになる。この特長は可祝アナログ

であり ，採作が比較的簡単で信頼性の翡いこと，適用滴

囲が広いことなどである。二次元およびI軋11刻称二次元の

ポテンシャル均はすべて取扱うことができ，多也i1の閻
阻榜界条件の複雑な問題に対して特に有利である。

Fluid Mapperで流体として使用されるのは水である。

ガラス板（上部） と石呼板の佃に細隙を設け，両板を浅

い水槽中に没する。石秤板の流孔，舷辺部分およびガラ

ス板との細隙間隔を各々実験問国の源泉または吸口，境

界および也四条件に適合するように型を作る。石ff板に

作られた流孔と別の水栖をゴム笠で辿結し両水杷の水位

差によ り細隙中に生ずる流れが府流であれば 板の真上

より骰察される流線図形は，ボテンシャル場におけるも

2
1

/

 .、

(
 
4
 

っ• J,.渭：II
カラ ス板 {.IIII源

: ！l 

スペーサ

図29 Fluid Mo.ppe1・ 法

のと一致する。流線は過マンガン酸カリまたはメチレン

プ）レーの結品を川いて沿色する。

3. Fluid Mapper法の適用

図30は実験例で，ヘルメットの一部が水面上にある楊

合の冗流｛密度）分(I]を示す。 流孔を吸口とし， 仰墜の

相対位四を変えてヘルメ ットが水面上に出ることを校擬

させた。流孔（沿接棒）の）£力｛屯位）を 100,叫17幼

のそれを0とし，円入法で解析して死孔の圧力を求め，

さらに死孔表面の流鼠（は流）密度を求めに

ヘルメッ トが完全に水中に没している場合の結采と一

部水上に出ている場合を比較すると，後者の方が溶接柑

とヘルメット1月の田位必が大きく，またヘルメット表面

の最大氾流密度も大さいことが明らかになり，事実をよ

く説明で邑る。
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ヘルメット妬(liの］じ流密度分布

回30 水中の霞流 （密度）分布解析例
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動物実験による電撃危険性の解明

電撃災害のモデル化

雹気研究部 山野英記

災害防止技術の第 1段階は災害過程の認識であり，ま

た複雑な災害過程を理解しやすく問題を解きやすい形に

表現する必要がある。田！性が生体に彩蓉を及ぽす過程も

多くの要因に依存しているが，ことでは生体を砥気回路

モデルで表わしてその過程をある程度統一的に把握でき

るように試みた。

c
 

ー

•R 

Cs l1s 
Rt 

Ct 

B 

図32 単純化したモデル

叩店氾流の大きさ，時間的変化率，持航時l図，および

生体の順応の4つの要因（尚波数も変化率，持続時刷と

して含まれている）を考えると，生体は図31の磁気回路

で表わされる。モデルにおけるランプの点灯が生体反応

（手が離れなくなったり身体の自由がきかなくなったり

することや窒息など） の発生に対応する。 ここで， RS

""Rb, Reとする。 モデルの動作をわかりやすくするた

めに）順応部 (C.,R.. Lb, Rb)その他を省略すると，図31

のモデルは図32のようになる。

Et 

端子A （身体の一部）が涸国しているエ具などの充田

部分に接隕すろと．Reの大きさ （生体の抵抗）にした

がって軍流Iが流れ込む。 流れ込んだ氾流の一部は Cs

に菩籾されて点Cの氾圧が上昇する。点Cの出圧が Et

を超えろほどに上昇するとランプに位流が洗れて点灯す

る（生体がある反応を起す）。瓦は生体がある反応を起

すか起さないかのぢ砂界となる這圧（しさい屯圧）であ

ろ。実際には，しきい冗圧は点Cの軍圧が上屏すると生

体の順応によりある程度上昇する。この生体順応を表わ

すのが図31の順応部 (Ca,Ra, La, Rb)である。

モデルの定数は実験により定めることができる。また

これらの定数は個体差や生体の状態などにより変勅する

が， Etだけが変動し他の定数は一定であるとしても大

きい誤差は生じないこ とがわかった。

モデルの定数を決めておけば．雷照の要因が変化して

もその影勝を計切によって求めることができる。また生

体に重大な反応を起させないためには屯賂の各要因はど

の程度以下でなければならないかという無災害条件を解

析によって求めることができる。 図31のモデルで無災者

条件を求めて Dalzielたちの実験データと比較したとこ

ろ，計箕値と実験値はよく一致した。

生体の頭蓋骨などの拍ID.材料の破壊，誘氾体の絶縁

破壊なども，類似したモデルで表現される。たとえばロ

ープの破断を考える と．図32で Rs=OOとなり ，外力は

ロープのひずみ（伸び）として蓄和される。そしてロー

プの応力（点Cの屯圧に対応すろ）がある限界に達する

と破断が生じると考えることがで合ろ。

（補注図31の説明）

Cc, Re;端子A, B間のインビーダンスが生体のイ

ンビーダンスに一致するようにつけ加えられた素子で条

件により大含く変動する。

Cs.R.,Ct, R[ ；蓄肘1部で生体に流れ込んだ屯流を密

秘するが，密栢の度合は抵抗とキャパシタンスとの関迎

で変化すろ。紺流の大きさ，変化率，持続時関で決まる

叫知の強さを氾圧に変換する部分と考えて もよい。

Et ；順応が猟いとさのしさい値で静止しさい値と呼

ぱれる。

Ca, Ra, Lb, Rb ;顛応邪．生体の順応によるしきい

屯圧の変化分を与える。実際のしきい値はこの変化分と

恥との和になる。

ランプ；少しでも霞流が流れると点灯することにす

る。蓄も’1部の氾圧がしきい田庄よりも裔くなったこ とを

表示し，このとさ生体にある反応が発生する。

図31 生体の電気回路モデル
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(4) 刊 一丁ノ、ー 物

名 称 賂理番号 題 目 若 者 名

産業安令研究所
研究報吾

産業安全研究所
技術資料

産業安全研究所
技術指針

R R-20-1 

R R-20-2 

R R-20-3 

R R-20-4 

R R-20-5 

TN-71--1 

TN-71-2 

TN-71-3 

TN-71-4 

T R-71-1 

固体の消炎距離

安全ネットの性能向上
ー一安全ネッ トの特性について一一—

照射プラスチックの燃焼性に関する研究（第 1報）

金屈の拍低原因に即する迅子顕微鋭(f9研究 （第 2報）

—高カアル ミ合金の疲れ破而に親察され る
Striationの解明ー一

管路の拡大による気体爆淵波の中断（第1報）

尊心性繊維による作業衣の得宙防止

静‘氾靴の抵抗値とその測定法

人頭計測に関する研究
—日本人人頸のモデル化—

乗車用安全相衝坪試験万法の問題点

安全ネット指針

駒

木

小

森

秋

近

稲'

,

‘
 

,|
’
l
 

松

田

田

秋

大

満

山

押

頓

,

．

、

宮

下

川

崎

山

藤

内

井

出
i

畠

山

JII留
JI
田

所

功

釣

勝

英
太
良

英

泰

泰

額

一

教

繁

司

二

雄

英
雅
正
行
正

恣

幸

幸

司

司

証

雄

義

進

(5) とム至士子=口心9 学術雑誌掲載

姪i 目 誌 名
I発表年月1 執 頭 者

20トンフックの破壊事故刷査

テルル快削銅の疲れ強さ
—切屈加工囲と介在物が疲れ強さに及ぽす彩評

（第 1報）ー一

過剰酸索中の火災

安全工学
Vol.lo No. 6 

籾密機祇
Vol.38 No. 2 

ガス爆函の中断に関する一実験

最近における粉じん爆発とその問題点

本四安全防爆計測制御システムの概念

本質安全防爆システムの基礎設計

動物実験による軍1iの検討

火災
Vol.21 No.2 

翡圧ガス
Vol.8 No.6 

火災
Vol.22 No.l 

OHM 

オー トメーショ ン

安全工学
Vol.11 No.1 

47. 1 

47.2 

46.6 

46.12 

47.2 

46. 7 

47.2 

47. 1 

橘内良雄

橘内良雄他部外者2名

駒宮功額

松井英憲

内藤逆夫

田中隆二

田中隆二

山野英氾
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(6) 研究発表

廷i 目 発表会名 l五表年月l発 表一者
蒻炭素快削湖の疲れ強さ（フラクトグラフイによる解析）

アルミ合金の疲れ破壊のフラクトグラフィ

クレーン吊只の動荷重について

敗れ破面に恨察されるスト リエイションの挙動

アルミ合金の疲れ破面の指動

20トンフックの破拍事故調査

熱綜風速計による気流速度測定の際の温皮補伯の一万法
について

プラスチックスの熱酸化分解に要する活性化エネルギ

爆発下限界温度上限界湿度の測定法

燦発限界温度と化学紐論温度の製係

ガスデトネーションの管路の拡大による中断について

紙の燃焼距離（消炎距離）と酸素談度

固｛本の消炎距離

照射ポリエチレンの熱分解について

過剰酸素巾における固体の発火温度と火炎伝播速度

発火温度についての研究（第3報）

一脂肪族エステルの分子椛造と発火湿度の函係ー一

作業衣の静，~じ気符屯防止について

動物実験による‘追1性の検討

作業衣の帯社と愕軍防止について ，

粘機学会春季大会 I 46. 4 

第 2回安全工学 I 46. s 
国内シンポジウム

第 2回安全工学 I 46. s 
囲内シンポジウム

機械学会 I 46. 6 
第 3回破壊力学の応用
と拡張シンボジウム

第15回材料研究 I 46. 9 
辿合講jii1会

第 4回安令工学 I 46. 1~ 
研究発表釜

0本建築学会 I 46. 11 

日本化学会第24年会 I 46. 4 

同上 I 46. 4 

第 2回安全工学 I 46. s 
シンポジウム

同上 I 46. s 

同上 I 46. s 

日本火災学会 I 46. s 
春季学術講油会

第 4回安全工学 I 46. 12 
研究発表会

同上

周 上

第 2回安全工学
国内シンボジウム

第 2回安全工学
国内シンポジウム

第16回静屯気
研究発表会

外

司

二

雄

一

司

i

一

雄

維

雄

部他

英

太

良

禎

壮

英

太

良

良

良

釣

雄良

名

山

藤

内

塚

JI

山

藤

内

肉

内

下

内
2
括

者

秋

近

橘

袴

粂

秋

近

橘

楢

柄

木

琴寄

柳生昭一

柳 生 昭一

崇

松井英憲

詢宮功額

駒宮功額

森崎 繁

56. 12 I聰宮功額

46. 12 I柳生昭一

46. s I田 畠泰幸

46. s I山野英記

46. 6 I田畠泰幸

フルイドマッパによる水中認麟時の辱嗅する一 1 昭和46年＇遥気幽学 会 46. 9 官原宜義．田中隆
考察 北i麟支部辿合大会 I46. 9 I二他部外者 1名

耐圧防爆構造の容器内で使用するヒューズに関する基礎 昭和46年磁気四学会 I46. 10 I市 川健 二
実験 (I) 1 東京支部迎合大会

Transcutancous blood flow measurcment by | Conference on cng• 46. 11 山野英記
clectromagnetic induction ineering in medicine1 他部外者4名

and biology 

叩蒻現象における生体のモデル化 I第 4回安全工学 I 46. 12 I 山 野英氾
研究発表会
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題 目 発表会名発表年月1発表者

静軍気放這と若火に関する検討 第28回静磁気 I 47. 1 I田 t.』泰幸
研究委且会

加圧Nr02ガス中における絶縁氾線の過屯流による劣化 昭和47年屯気学会 47, 3 田中隆二，菅原宜
全困大会 義他部外者2名

加圧ガス中における可燃性固体の火花ダf火 (02の場合） 同 J:. 47. J 菅m 原巾 陸宜 マ謡一
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第 3章産業安全技術館等業務

(1) 産業安全技術館の活動

産業安全技術館は，昭和18年に産業安全参考館の名で

産業安全研究所の附屈施投として発足した。昭和28年産

業安全博物館と改称し，産菜安全に関する資料を展示し

て産業災害防止のための啓蒙を続けてきた。昭和46年産

菜安全研究所の新庁舎竣工を機会に，産業安全会誼の1

階・ 2階に，展示場を開設し，その名も産菜安全技術館

と改称し，展示荘料も一新して10月5日より公開した。

産業安全技術館における展示汽料 ・施設等についての

概要は次の通りである。

常殺展示場 1階 J36m2, 2階573m2

特別展示場 333m2 

見学指甜室 ll?m2 

常設展示楊には．安全活動，作業曰境，加工機械災害

防止，人間の動作，つい落災害防止．倒壊災害防止，保

護具，爆発災害防止，感屯災害防止，迎搬災害防止の10

コーナに分けて脚係在料を展示している。賓料の展示に

当って，実物，静止 ・可動模型，解説パネルのはか，視

聴‘此様器による解説，実演可能の装四をもって立体的に

観察できるようにした。

特別展示場には，労働災害の動向あるいは，新しい災

害に対する新しい安全技術の成果を紹介するなど，時機

に応じたテーマをとらえて一定期間展示する。

見学指甜室には，主として囲体見学者に対する見学の

オリエンテイション，安全教育などを行なうために，各

種の視聴伐施設・設備ならぴに散材を備えた。

昭和46年度における産業安全技術館の主要な活動は次

の通りである。

常設展示 10/5より 一般公閲

特別展示

10/5-12/27 安全技術と最近の機器展

1/17-2/15 

J/1~4/28 

第2回安全パネル展

防爆屯気設備特別展

購演会 ・映画会等

47年 2月より定例購跛会を毎月 1回，月例映画会を毎

月2回定期に開帷した。このほか特別展開催期問中にテ

ーマid関係した講習会 ・研究会・説明会等を？回開催し

f-•-0 

その他

展示賓料その他安全一般について技術相談，団体見学

者に対しての安全教育などを行なった。

入館者

開誼日数 142日 (10/5,_...,3/31)

個人 ~.312名団体 ／ 51組十， 543名

計 I3,855名

(2) 大阪産業安全技術館の活動

東京の産某安全技術館の分館として，大阪市城束区森

の宮にある大阪産菜安全技術館においては，関西地方に

おける産業安全センター的立場に立って，産業安全研究

所における研究菜務の一端をも含めて，団物館活動を行

なっている。

昭和46年度における大阪産業安全技術館の活動の概要

は次の通りであろ。

特別展

4/12""v4/30 機械安全展

講演会・映画会

特別展に関連した購油会のほか研究会を5回定例の

映画会を 7回関佃した。

安全技術指祁・潤査

一般安全相談のはか，所内における保護具などの試験

あるいは所外における災宙簡査，安全哭係機器の使用状

況の調査などを行ない事業楊における災害防止の技術的

指荘を行なった。

入館者

開館日数 281日

個人 5,259名団体180組 22,858名

計 28,ll 7名

(3) 依頼試験および検定

産業安全研究所依頼試験規程に基く依頼試験は46年度

に合計271件を受理したが，その主なものは前年度同様．

研胞盤の砥石車の弛度試険，安全伯の安全性能試験，安

全靴の安全性能試験などであり，他に建わくの性能試験

等仮設機材の安全性能試験の受託増加が認められた。

防爆磁気機械器具検定規則に基く防爆構造の屯気機城

器具に対する検定は合計757件であり， 46年 3月31日を

以て経過措四による 2年の猶予期間が過ぎたこと，およ

ぴ46年 1月より指定検定機例が発足し）レーチン化した業

務を委渡したことなどもあり，申請件数は前年度に較べ

著しく減少した。今後は指定機剥では実施困難なものに

限り研究所が検定を実施する。
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研究所平面図

（産業安全会館）

—---i-------------------／ニ

同

迅

15

号

線

仁

． 

．
 

• 

． 

1
 

9

、
.

，
 
＇ 、
.
'

、．．
 
亀．
 

●

曹

・

．．．
 

＇ 

．
．
．
．
 

.、

... 

.

.

 

。、.. 

＇
、
．
 

“, 
..• 、

、

．
．
 ，
 

．

＂ 

．

．
 `｀
 

．
 

ヽ

電̀...
.
 

．．．
．．．
 
．．
 

＂ 

J | i 

hl i 

I 
＇ . --

I 
I 

I 
I 

I,-----
L』

N＼メ；
事 務 柿 実 険 棟

r~
• 

階

階

産業安全技術館 強氾第 1実験室 ・槻減構造実験宝 ・エ作室 ・保護具尖験
立

症菜安全技術館 非金属材料実験宝 ・屯子顕倣鋭室 ・金屈材料実験室 ・ク
レーン実験室 ・強屯第2実験室

3
 
陪
所長室 ・庶務課 ・湖1と室 ・図内荘料室
会議室 ・見学指羽室

安全装侶実験室 ・探（駆実験室 ・建築踪塊実験室 ・仮設椛
造実験室 ・飛来物墜落防止実験室

4
 
階 研究部部室 ・安全技術課 光弾趾実験室・人体勁作様能実験室・計卯機室

5
 

6
 

陪

階

システム工学実験室 ・静屯気実験室 ・岩石工学実験室 ・
土買工学実験室 ・油帯‘心実験窒 ・屯序第 1実験室

RI応用実験室 ・粉体帯氾実験奎 ・竹火機溝実験室 ・底
圧ガス沿火実験室 ・イ1--;；頼性実験室 ・氾浮第2実験室

7
 
階 一般分析実験室 ・粉じん爆発特性実験室 ・ガス蒸気俎発

特注実験哀・酸素実験室 ・爆発性物烈感度実験室

8
 
陪 講幽

_

＿
 

_

_
 

-5

-

— 

煤発現象実験室・火炎防止器実験室・防じん性能実験室
・防爆氾機実験室
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所在地 電話番号および案内略図等

産業安全研究所 （産業安全会館）

東京都港区芝5丁目35番 1号

砲話束京 (03)453-8441,.._, 4 

l
l
l
L
 

l | 
"'"' 至品川 国道15号線 至銀座 > 

冒

教料所

都悩地下鉄
ー ・・ニ田駅人u

日本住宅公

叩Il町ピル 11新IIIIll［ビル

森永乳業（株）本社

「ll 町駅

-- —至品川
至束京 ― --

山手線田町駅から 徒歩5分

都営地下鉄三田駅から 徒歩1分
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清瀬実験場平面図
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1 200頓圧縮試験室

2 法面安定実験場

3 土止実験ヒ°ット

4 ジプクレーン

5 鋼アーチ支保エ実験施設

6 安全帯実験施設

7 単管枠組実験楊

8 軽支保梁実験施設

9 店所作業観測施設

10 天井クレーン実験施設

11 危険物貯蔵叩

12 静屯気実験準備室

13 突験ガス配合室

硝瀬実験楊施設一茂

14 半地下実敦用ヒ°ット

15 化学反応実験室

16 爆圧放散孔突験胞設

17 大型密閉爆発笑験施設

18 液体流励硝＇心実 験施設

19 蒻気圧閑悦実験施設

20 防爆実験用楊堕施設

21 変屯室

22 車麻

23 機械実験室

24 防俎困機試験室

25 検定業務室

26 管理庁舎

27 多目的反力支持椙造4‘•
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所在地・電話番号および案内略図等

涯業安全研究所消瀬実験湯

東京都泊穎市梅園1丁目 4番6号

屯話消瀬 (0424)91-4512,.._,3 

至所沢- 西武池袋線 池袋駅

じ4
 

宿

賦

桔`

浦

麟[
二

泊

L
小
金
井
街
道
ロ

~
一
/
 
□

[
 

産

交通機関等経路

西式池袋綜沌瀬釈下車（池袋より約30分）

洛瀬駅から 徒歩 （約20分）

西武パス 久米川吹行

(:肖穎駅）全生園行 に乗車 （約5分）東京病院前下車

南口より三角山行 ］ 
他に西武新宿線久米川吹で下車し， 西武バス消瀬駅行に乗車，東京病院前で下車する経路もあ

る。
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